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左手をあげ、一位のゴールを切る今治A(右上)

に千人
一斉にスター卜する選手たち

三
月
十
日
、
県
下
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
一

大
イ
ベ
ン
ト
、
第
二
十
五
回
(
記
念
)
県
ク

ラ
ブ
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
が
町
教
委
、
町

体
協
、
県
ク
ラ
ブ
陸
連
、
愛
媛
新
聞
社
な
ど

の
主
催
で
本
町
を
舞
台
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

コ
ー
ス
は
、
長
浜
高
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

発
着
地
点
と
し
、
本
町
通
り
、
長
浜
大
橋

を
経
由
し
て
大
和
を
折
り
返
す
七
区
間
、

四
十
二
・
一
九
五
キ
ロ
の
コ

l

ス
で
一
部

か
ら
四
部
ま
で
の
百
十
三
チ

1
ム
約
千
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
一
部
は
今
治
ク
ラ
ブ

A
が
二
時
間
二
十
一
分
三
十
二
秒
の
タ
イ

ム
で
二
年
ぶ
り
十
一
一
度
目
に
、
二
部
は
吉

田
体
協
A
が
二
年
ぶ
り
二
度
目
、
三
部
は

吉
田
体
協
B
が
十
一
年
ぶ
り
一
一
一
度
目
、
四

部
は
野
村
体
協
B
が
初
め
て
と
、
そ
れ
ぞ

れ
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
一
部
参
加
の
長
浜
体
協
A
が
四

位
に
入
る
な
ど
、
町
内
ク
ラ
ブ
の
健
闘
も

光
り
ま
し
た
。
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長
浜
町
議
会
第
一
回
臨
時
会
が
二
月

一一…一一一一一…一一一一一…一一一…一一四一時吋町一一臨時会 a 年金関保ほか

臨
海
漁
港
島
都

改
良
事
議
議
ど

一
般
会
計
補
正
予
算

平
成
一
一
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に
、

二
百
九
十
二
万
五
千
円
が
補
正
さ
れ
、

予
算
総
額
は
、
五
十
四
億
八
千
七
百
八

十
三
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
補
正
さ
れ
た
お
も
な
使
い
道
は

次
の
通
り
で
す
。

一
議
会
費
}
議
会
費
と
し
て
、
研
修
に

要
す
る
旅
費
ほ
か
同
百
五
万
八
千
円
。

{
農
林
水
産
業
費
]
漁
港
建
設
費
と
し

て
、
出
海
漁
港
局
部
改
良
事
業
に
係
る

工
事
請
負
費
三
百
九
十
万
円
。

一
予
備
費
一
予
備
費
と
し
て
補
正
財
源

に
あ
て
る
た
め
、
減
額
す
る
も
の
で
瓦

百
三
十
六
万
五
千
円
。

柿
ノ
久
保
線

改
良
工
事

請
負
契
約
を
締
結

町
道
柿
ノ
久
保
線
改
良
工
事
は
、
一
二

千
三
百
六
十
八
万
一
千
円
で
株
式
会
社

社
会
保
険

出
張
相
談
の
お
知
ら
せ

松
山
西
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
毎

月
二
回
、
社
会
保
険
の
出
張
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

二
十
二
日
に
聞
か
れ
、
一
般
会
計
補
正

予
算
な
ど
五
議
案
は
、
い
ず
れ
も
原
案

通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

西
田
興
産
と
請
負
契
約
を
締
結
す
る
こ

と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

上
老
松

一
ノ
瀬
糠

改
良
工
事

請
負
契
約
の
変
更

町
道
上
老
松
・
一
ノ
瀬
線
改
良
工
事

に
つ
い
て
、
一
二
千
万
円
の
変
更
請
負
額

で
伊
予
建
設
工
業
合
名
会
社
と
契
約
変

更
の
締
結
を
行
う
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

人
権
擁
護
委
員
に

菅
さ
ん

三
月
一
日
付
け
で
法
務
大
臣
か
ら
、

下
須
戒
の
菅
幸
子
さ
ん
が
当
町
の
人
権

擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

厚
生
年
金
や
国
民
年
金
に
つ
い
て
相

談
さ
れ
た
い
方
は
、
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

一
日
時
]
五
月
十
日
(
午
前
九
時
i
正

午
)
・
五
月
一
一
十
日
(
午
前
九
時
j
午

後
四
時
)

一
場
所
一
長
浜
町
商
工
会

国
民
年
金
M

学
生
も

全
員
加
入
が
必
要
で
す

四
月
か
ら
二
十
歳
以
上
の
学
生
の
皆

さ
ん
も
国
民
年
金
の
加
入
が
義
務
づ
け

ら
れ
ま
し
た
。

保
険
料
は
月
額
九
千
円
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
納
め
忘
れ
が
な
い
よ
う
に
、

保
険
料
を
ま
と
め
て
納
め
る
前
納
制
度

や
口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
る
と
便
利
で

す。
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
難
し
い
方

に
は
、
保
険
料
を
免
除
す
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。

同
民
年
金
加
入
の
手
続
き
は
、
学
生

の
皆
さ
ん
が
住
民
票
を
お
い
て
い
る
市

町
村
役
場
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

盲
導
犬
に
つ
い
て

ご
理
解
を
F

盲
導
犬
は
、
視
覚
障
害
者
が
一
般
社

会
に
と
け
こ
み
、
明
る
く
生
き
る
た
め

に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
も
の
で
す
の

で
、
暖
か
い
気
持
ち
で
見
守
っ
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

盲
導
犬
を
伴
、
つ
視
覚
障
害
者
が
、
公

共
施
設
・
交
通
機
関
を
は
じ
め
、
旅
館
、

飲
食
庖
等
の
諸
施
設
を
利
用
す
る
機
会

が
増
え
て
い
ま
す
の
で
、
次
の
こ
と
を

こ
理
解
下
さ
い
。

富
導
犬
と
は

①
盲
導
犬
は
、
歩
行
指
導
を
受
け
た

視
覚
障
害
者
が
盲
導
犬
使
用
者
証
を
携

帯
し
、
白
色
や
黄
色
の
ハ

1
ネ
ス
(
胴

輪
)
を
つ
け
た
犬
と
歩
く
と
き
に
盲
導

労働時間の改正
b 

平成 3年4月から、 1週間の法定労働時間が短縮
されることなどを内容とする労働時間制度の改正が
行われますが、その主な内容は以下のとおりです。

(1)法定労働時間は、週44時間(一定の規模・業
種に属する事業については、 2年間の猶予措置があ

り、平成 5年 3月31日までの聞は、週46時間)とな
ります。

犬
と
み
な
さ
れ
る
の
で
、
そ
れ
以
外
の

場
合
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

②
盲
導
犬
は
、
お
と
な
し
い
性
質
の

子
犬
を
出
産
の
と
き
か
ら
厳
し
く
訓
練

し
、
し
つ
け
て
い
る
の
で
、
他
人
に
ほ

え
た
り
、
か
み
つ
い
た
り
す
る
事
は
決

し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

カE月4 年3 ~平成

(2)規模 5人未満の商業@サービス業の法定労働
時間については、週刊時間、 1日8時間(現行。遇
54時間、 1日9時間)となります。

(3)規模300人以下の事業場における年次有給休暇
の最低付与日数が6日から 8日に引き上げられます。

さ
い
。公

共
施
設
・
交
通
機
関
、

航
館
、
飲
食
庖
で
の

対
応
に
つ
い
て *詳しくは、最寄りの労働基準監督署におたずねく

ださい。

①
盲
導
犬
の
吐
話
は
、
す
べ
て
利
用

者
(
本
人
)
が
行
う
の
で
、
食
事
の
用

意
や
犬
小
屋
等
の
用
意
は
全
く
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

②
利
用
者
(
本
人
)
が
施
設
を
利
用

す
る
場
合
、
可
能
な
限
り
盲
導
犬
を
本

人
に
付
き
添
わ
せ
る
こ
と
に
、
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

③
盲
導
犬
は
、
排
准
等
に
つ
い
て
も

厳
し
く
し
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
汚
す
心

配
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
万
一
の
場
合
は
、

責
任
を
利
用
者
(
本
人
)
に
求
め
て
差

し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

盲
導
犬
の
扱
い
方
に
つ
い
て

盲
導
犬
は
、
常
に
視
覚
障
害
者
を
誘

導
す
る
牡
事
を
し
て
い
る
状
態
に
あ
る

の
で
、
み
だ
り
に
声
を
か
け
た
り
、
口

笛
を
ふ
い
た
り
、
手
を
出
し
た
り
し
な

い
で
下
さ
い
。

ま
た
、
盲
導
犬
の
体
に
つ
い
て
い
る

ハ
l
ネ
ス
は
、
言
葉
や
気
持
ち
を
交
わ

す
た
め
に
大
切
な
も
の
な
の
で
、
他
人

が
触
れ
る
こ
と
は
絶
対
に
し
な
い
で
下
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i
一

一
土
曜
閉
舟
@
一

一

お

知

ら

世

一

一
大
洲
市
圏
喜
多
郡
一

一
一
斉
に
穴
月
か
も
一

一
今
年
六
月
一
日
か
ら
毎
月
第
二
。
一

一
第
四
土
曜
日
を
閉
庁
(
業
務
を
し
一

一
な
い
日
)
と
い
た
し
ま
す
。
一

一
閉
庁
日
は
、
窓
口
業
務
も
閉
じ
一

一
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
日
曜
日
一

一
や
祝
祭
日
と
同
じ
よ
う
に
日
直
者
一

一
を
待
機
さ
せ
、
緊
急
を
要
す
る
場
一

一
合
等
に
対
応
さ
せ
る
態
勢
を
整
え
一

一

る

こ

と

に

し

て

い

ま

す

。

一

一
た
だ
し
、
住
民
票
や
各
証
明
書
一

一
の
交
付
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
一

一

了

承

く

だ

さ

い

。

一

一
宇
な
お
、
保
育
所
・
図
書
館
・
高
一

一
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
-
一

一
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
は
、
従
来
一

一
ど
お
り
の
取
扱
い
を
い
た
し
ま
す
。
一

一
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
一

一

力

を

お

願

い

し

ま

す

。

一

「
:
1
1
:

』

盟四 お知らせ思軍... 

平
成
三
年
度

役
場
の
支
払
(
曜
搬
入
)
自

平
成
三
年
度
の
役
場
の
支
払
い
(
預

金
口
座
振
込
)
日
は
、
次
の
通
り
で
す
。

詰
求
書
は
、
納
品
書
と
同
時
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
詰
求
書
に
は
、
課
、
所
名
、

ま
た
は
係
名
を
書
き
、
必
ず
押
印
を
お

願
い
し
ま
す
。

月
第 1回振 第 2回振

込予定日 込予定日

4 15日 26日

5 14日 27日

6 13日 26日

7 15日 26日

8 13日 26日

9 13日 26日

10 14日 28日

11 13日 26日

12 13日 26日

1 13日 27日

2 13日 26日

3 13日 26日

一一一ゴ ルデンウィークに'L.'とイ本の“>5t}裂を一一一

平成3年度支払(握入)予定日しっかり休んで身体をYフVッシュ

(4月29日)Jや「みどりの日ゴールデンウィークは、

など、国民の祝日が集中して( 5月5日)J 「こどもの日

また、いるので、連続休暇をとりやすい時季といえます。

ピクニックやハイキこの時季は気候に恵まれているので、

ングなどの屋外活動を楽しむには最適です。

ゴールデンウィークにJ!車売{木暇をとって、心

己P
d? 

をされてはいかが

身のリフレッシユ

でしょうか。

皆さんも、

四
月
は
進
学
・
入
学
・

就
職
な
ど
の
季
節
で
す
が
、

昨
年
、
大
学
・
短
大
に
進

学
し
た
学
生
は
、
七
十
二

万
人
余
り
に
上
が
っ
て
い

ま
す
。
最
近
は
女
子
の
進

学
率
が
急
増
し
て
、
平
成

一
冗
年
に
三
六
・
八
%
と
男

子
(
三
五
・
八
%
)
を
上

回
り
、
平
成
一
一
年
に
は
入

学
者
数
で
も
男
子
を
抜
い

て
三
十
六
万
六
千
人
に
達

し
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
大
学
・
短

大
に
通
う
女
子
大
生
の
数

が
百
万
人
を
突
破
し
ま
し

た
。
短
大
進
学
が
増
え
て

い
る
こ
と
に
加
え
、
四
年

制
大
学
へ
の
進
学
も
目
覚

ま
し
い
た
め
で
す
。

女子大生は100万人
一一急増する女子進学者一一

一
方
で
、
大
学
・
短
大

へ
の
門
戸
は
さ
ら
に
狭
く

な
り
、
不
合
格
者
数
も
十

年
前
に
比
べ
二
十
万
人
も

多
い
四
十
四
万
人
に
上
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
高

学
歴
志
向
を
反
映
し
た
入

学
志
願
者
数
の
増
加
や
、

第
三
次
ベ
ビ

l
ブ

1
ム
昨

代
が
受
験
期
に
さ
し
か
か
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
に
よ
る

も
の
で
、
こ
の
傾
向
は
し

ば
ら
く
続
く
も
の
と
み
ら

れ
ま
す
。

な
お
、
高
校
進
学
率
は

昭
和
四
十
四
年
か
ら
女
子

が
上
回
っ
て
お
り
、
平
成

二
年
も
女
子
九
六
曲
二
%

男
子
九
四
・
九
%
と
な
っ

て
い
ま
す
。

(%J 

!神日 b

.....----.. ---喝

にき/

平
成

2
年

平
成
元
年

30 

20 

η
コ門
μ
n
U
F
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n
U
打
町
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A
l

コd
ま
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寵覇軍費妄草葺琵藍轟轟謂曹瞳覇E関車

豊かな暮らしのために

台所の排水の影響

台所の排水は栄養分をたっぷりと含んでいます。このため

川や湖や内湾の植物プランクトンに異常発生が起こったり、

赤潮が発生したり、水道の水が臭くなったりするような水の

汚れが生じます。

ほんのわずかの

気づかいを!

私たちは、台所会の排水がどこへ流れていっているのか、そ

れがやがてどんな結果をもたらすのかなど、ほとんど気にも

かけないで暮らしています。多くの家庭が、ただ日の前をき

れいにすることだけに専念して洗い流しています。そこに問

題があります。各家庭のほんのわずかな気づかいが、絶大な

効果を生む事を知り、実行したいものです。

*水汚れの回復

食べ残しの小皿の醤油を、魚、が住めるくらいにするには、

普通の浴槽一杯半分の水が必要だそうです。マヨネーズだ

と8杯分だそうです。

-4-

衛生関係国国

考えは地球規模で

行動は足元から

曹瞳盟理-

柚の後始末 台所の食用油は、水の汚れの最大の原因となっています。

使用後の油の始末は、十分に気をくばり、理にかなってしか

もやりやすい方法を習慣化するのが望まれます。

a:使用ずみの油は、絶対に流し捨てしない。

②フライパンや中華鍋、油料理の皿などの食器は、いきなり

水洗いしないで、まず紙や布でよく拭きとってから洗う。

*廃油の始末

使い残りの油の始末は、牛乳パックの中にボロ布を入れて

しみこませ、一定期間してから燃えるごみに出すとか、その

つど古新聞などにしみこませて捨てるといった一般的なやり

かたがあります。

地域の活動として、石けんの原料に廃油の同収をしている

グループもあります。
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環雲量蓋盃亙ヨ圃圃箇箇置.

園

長t
z 
~ 

出
海
ア
ラ
ラ
ギ
短
歌
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昨
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界

選

手

権
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、
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風

間

二

パ

議

N

約
二
十
人
、
そ
し
て
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さ
ま
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ま
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*

恥
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技
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の

タ

イ

ト
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も

っ

た

人

た

材

料

日

本

ふ

る

さ

と

塾

主

宰

・

萩

原

茂

裕

ち

が

、

九

十

人

以

上

も

い

ま

す
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人

件

*

日

比

率

で

い

え

ば

世

界

一

だ

そ

う

で

木

村

新

し

い

年

が

始

ま

り

ま

し

た

。

年

日

間

千

八

百

人

余

り

の

小

さ

な

村

が

あ

す

η

*
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末

年

始

を

、

ふ

る

さ

と

で

過

ご

さ

れ

り

ま

す

。

こ

の

村

に

つ

い

て

は

前

に

も

*

料

た

方

も

多

い

と

思

い

ま

す

の

そ

こ

で

、

触

れ

ま

し

た

が

、

村

お

こ

し

の

材

料

と

子

供

た

ち

の

顔

が

村

山

門

ふ

る

さ

と

に

つ

い

て

亨

え

て

み

た

い

し

て

、

村

民

た

ち

が

方

を
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わ

せ
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輝

い

て
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え
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と

思
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ま
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を
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て
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含

め

て
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間
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ま

す
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野

沢

混

泉

村

に

行

っ

て

驚

く

の
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、

*
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分
以
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を
、
全
国
津
々
浦
々

i
l

そ
し
て
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そ
の
自
分
た
ち
で
作
っ
た
子
供
た
ち
の
顔
が
生
き
生
き
と
輝
い
い
れ

村

の

ま

ち

に

で

か

け

て
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隠
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キ
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場

を

、
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村
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、
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薗
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掴
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、
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*
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醐

4
2¢
4
C
E〈
E3屯
「

ハ

イ

、

こ

の

キ

r
hり
九
九
日
。
話
調
愛
す
る
~
む
を
は
ぐ
ぐ
む
町
h
u

ワバ

料

と

こ

ろ

が

、

白

分

の

ふ

輯

舗

と

、

き

わ

や

か

巾

*
る
さ
と
を
自
慢
し
て
語
っ
鞠
盟
輔
が
予
想
も
し
な
か
っ
た
成
果
を
上
げ
、
な
答
え
が
す
ぐ
に
返
っ
て
く
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櫨
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。
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を
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一
二
月
七
日
、
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
町
ク
ロ
ソ
ケ

I
連
合

会
(
水
本
満
良
会
長
)

主
催
に
よ
る
、
ク
ロ
ッ

ケ
1
大
会
が
行
わ
れ
、

二
十
四
チ

1
ム
約
八
十

人
が
参
加
し
た
。

参
加
者
は
、
日
ご
ろ

の
練
習
の
成
果
に
大
ハ

ッ
ス
ル
。
熱
戦
を
繰
り

広
げ
、
沖
浦
①
チ

1
ム

(
新
江
政
雄
・
綿
井
一

夫
。
岩
本
敏
)
が
優

勝
し
た
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口
口
口
口
口
口
口
口

神
内
登
(
櫛
生
)
マ
柴
公
民
館
:
・
大
野

修
(
柴
)
マ
大
和
公
民
館
:
・
泉
田
勇

(
大
和
)
マ
悌
生
公
民
館
・
:
田
中
堅
太

郎
(
櫛
生
)
マ
黒
田
分
館
:
・
武
田
秋
吉

(
黒
田
)

消
防
長
官
彰
に

津
田
忠
士
団
長

一
二
月
六
日
、
東
京
都
の
日
本
消
防
会

館
で
、
消
防
功
労
者
消
防
庁
長
官
表
彰

式
が
行
わ
れ
、
消
防
活
動
の
功
績
に
よ

り
、
津
田
忠
士
団
長
(
今
坊
)
が
功
労

章
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

一
功
労
章
一
津
田
忠
士

表
彰
キ
卒
業

梶
田
さ
ん
段
か
六
人

公
民
舘
活
動
に
功
績

一
一
一
月
十
七
日
、
長

浜
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
平
成
三
年
長
浜

町
消
防
出
初
式
が
行

わ
れ
、
約
三
百
五
十

人
の
同
員
が
出
動
し

た
。
晴
天
の
も
と
、

ポ
ン
プ
操
法
、
小
隊

訓
練
な
ど
日
ご
ろ
の

訓
練
の
成
果
を
発
揮

し
た
後
、
町
内
を
行

進
し
、
旧
長
浜
大
橋

か
ら
一
斉
放
水
を
行
っ

た。

三
月
三
日
、
中
央
公
民
館
で
第
一
一
十

四
団
長
浜
町
公
民
館
活
動
推
進
大
会
が

聞
か
れ
、
次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た。{
公
民
館
優
良
役
職
員
表
彰
一
長
浜
公

民
館
i
梶
田
滋
(
長
浜
)
マ
長
浜
公
民

館
-
:
谷
勝
国
(
長
浜
)
マ
櫛
生
公
民
館
・
:

~消防団出初式~

347人が出動

(
今
坊
)

消
仲
間
出
初
め
式

火消し団

一
二
月
十
七
日
、
長
浜
中
学
校
グ
ラ
ン

ド
で
、
平
成
一
二
年
消
防
出
初
式
が
行
わ

れ
、
消
防
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
次
の

方
々
が
、
同
式
の
席
上
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
(
敬
称
略
)
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一
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
一

榊
原
幹
助
(
長
浜
)

{
愛
媛
県
知
事
表
彰
一
マ
功
労
章
。
波

透
重
孝
(
柴
)
西
岡
忠
義
(
今
坊
)
井

上
幸
一
(
白
滝
)

{
愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰
一
マ
功
績

章
・
垣
見
芳
彦
(
出
海
)
マ
勤
続
章

(
十
五
年
以
上
一
一
十
年
未
満
)
・
上
野

豊
(
沖
浦
)
石
井
良
子
、
伊
藤
マ
ツ
コ
、

立
脇
芳
、
一
呂
井
清
香
、
福
地
ミ
ツ
コ

(
以
上
青
島
)
叶
岡
山
恒
志
(
上
老
松
)

成
田
篤
泰
(
白
滝
)
中
嶋
勇
、
鎌
田
岩

見
(
以
上
柴
)
清
水
志
朗
(
須
沢
)
マ

永
年
勤
続
消
防
団
員
家
族
内
助
の
功
労

者
・
榊
原
越
子
(
長
浜
)
渡
逢
市
子

(
柴
)
惣
谷
フ
ミ
コ
(
白
滝
)
西
村
喜

代
美
(
豊
茂
)
井
上
喜
子
(
白
滝
)
岡

崎
桂
子
(
柴
)
門
田
秀
子
(
仁
久
)

一
大
洲
喜
多
消
防
団
連
合
会
長
表
彰
一

マ
勤
続
章
・
中
野
邦
彦
(
今
坊
)
東
員

マ
精
績
章
。

一
、
梶
田
滋
(
以
上
仁
久
)
竹
内
隆

(
長
浜
)
中
川
孝
美
(
黒
田
)
紙
岡
美

里
、
田
中
梅
子
(
以
上
青
島
)
高
屋
君

彦
、
田
中
雅
登
(
以
上
須
沢
)
峰
清
輝

(
白
滝
)
日
裏
香
月
(
柴
)
マ
規
律
章

中
田
圭
助
、
馬
場
茂
(
以
上
須
沢
戒
)

浪
本
一
(
沖
浦
)
大
谷
康
善
(
黒
田
)

松
野
安
久
、
中
伊
龍
二
(
以
上
今
坊
)

中
嶋
正
一
、
山
下
利
治
、
小
西
喜
久
雄

(
以
上
柴
)

一
長
浜
町
長
表
彰
一
マ
精
勤
章
。
大
西

豊
(
白
一
時
)
石
田
満
義
(
長
浜
)
谷
上

信
行
、
谷
上
樽
同
(
以
上
今
坊
)
矢
野

信
一
郎
(
沖
浦
)
山
本
章
一
(
戒
川
)

山
本
紀
一
郎
(
柴
)
大
田
信
彦
(
下
須

戒
)
マ
一
般
協
力
者
表
彰
・
井
上
艶
子
、

中
田
直
子
(
以
上
上
老
松
)
マ
無
火
災

表
彰
園
青
島
分
同

一
長
浜
町
消
防
団
長
表
彰
一
マ
勤
続
章
・

岡
孝
志
(
沖
浦
)
ほ
か
六
十
一
二
人

地
域
福
祉
に
貢
献

長
浜
町
社
会
福
祉
大
会

三
月
十
九
日
、
町
体
育
館
大
ホ
l
ル

で
、
第
二
十
一
一
団
長
浜
町
社
会
福
祉
大

会
が
開
か
れ
、
次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

長
浜
町
長
表
彰

一
区
長
多
年
勤
続
者
一
横
山
積
(
長
浜
)

附
理
三
郎
(
青
島
)
、
松
浦
昭
則
(
櫛

生
)
、
久
保
貞
夫
(
戒
川
)

{
地
域
功
労
者
及
び
社
会
福
祉
奉
仕
者
]

岩
城
清
春
(
長
浜
)
、
加
納
ミ
ツ
ル

(
須
沢
)

{
国
保
優
良
被
保
険
者
一
高
菊
枝
、
近

藤
元
介
、
久
保
一
男
、
山
本
節
夫
、
菊

池
興
三
衛
、
宮
岡
亀
富
美
、
金
淳
道
子
、

石
丸
平
、
矢
野
利
明
、
大
野
豊
、
田
淵

「一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一圃一一一寸

今|
⑤ l 

j中さ l
と|

! ，.吋料品吋ね強盗聴則通捕め l
i 桜の名所として知られる沖浦観 (C" 1 

音は、この時期になると、ソメイ 長調 円三
1ヨシノや八重桜が咲き始め、花見蹴り j 
1や 多彩な催し物が行われます01:1:1~ -----L.. "'""' 1 

また、桜の木を 通し て映 し出 さ ~ 竺ご
|れる伊予i難と長浜大橋の美しさは、 日 讐 1 

i一段ときわ立ち、見る人の目を多 霊 l 

いに楽しませてくれます。 占昌
一回l そして、毎年 4月四には、盛 欄

l大に観音祭りが行われ、恒例の宝

もちまきや多 くの露屈がのきを並

lべ多くの参拝者で賑わいます。

Lぜひ一度、足を運んでみて下さい/

三[本一銘一時一て専で(
五電生場 L 弁半栢い門は社松電

話命戸斤時謹 j 談まの、同山話 i重
±EZ占高足旦て課車交易2相事
O 市山時談四月 員事~相談故
人駅市)日時曜 が 古 文 日 底 談 セの
九前花 一四か 親の本塁も~プ

さEE 軍事長 台裏主主主季語
四六一 木)曜 なざトイ呆誹け l員食
五階| 曜 ( つ主主険:f"Lへは

三 日 主 主料協ンま一一一
一 ( 間 !心、で会タす無料
三 日 午 九 じ、~ ) 0 一一一一一

ミ
チ
子
、
新
田
志
利
(
以
上
長
浜
)
、
演

上
コ
ハ
ル
、
井
上
ト
ラ
ヨ
(
以
上
仁
久
)
、

亀
井
ア
サ
エ
、
井
上
千
佐
子
、
播
磨
キ

ヨ
ノ
(
以
上
青
島
)
、
大
成
ハ
ル
ミ

(
黒
田
)
、
源
操
、
奥
田
唐
行
、
井
伊
新

子
、
岡
田
駒
茂
、
西
河
恒
行
、
松
石
千

代
亀
、
藤
本
忠
昭
、
森
岡
安
子
、
堀
之

内
ナ
ツ
子
(
以
上
沖
浦
)
、
仲
岡
ク
マ

ョ
、
高
木
満
敏
、
鈴
木
フ
サ
子
、
峯
田

明
、
岡
田
久
太
郎
(
以
上
今
坊
)
、
梶

村
亀
代
、
清
水
ミ
サ
コ
、
片
山
威
(
以

上
櫛
生
)
、
谷
本
タ
ダ
コ
、
参
河
亥
間

男
、
豊
岡
清
隆
(
以
上
出
海
)
、
武
田

春
男
、
新
江
隆
、
中
川
勝
、
徳
永
鹿
太

郎
(
以
上
下
須
戒
)
、
横
畑
嘉
子
(
上

老
松
)
、
村
橋
厚
、
大
宮
イ
ト
ミ
、
宮

下
綾
子
、
山
尾
規
雄
、
村
上
正
子
(
以

上
豊
茂
)
、
尾
上
正
満
、
久
保
タ
マ
エ
、

峰
イ
サ
ノ
、
岩
田
一
夫
、
山
口
県
見
、

清
水
一
郎
(
以
上
白
滝
)
、
山
田
慶
亀
、

東
福
見
(
以
上
戒
川
)
、
矢
間
忠
夫
、

大
野
保
度
、
大
野
倉
義
、
清
水
フ
キ
工
、

渡
透
唐
子
、
吉
本
伊
勢
夫
、
山
本
紀
一

郎
、
沼
田
キ
ヨ
コ
(
以
上
柴
)

長
浜
町
長
感
謝
状

一
献
血
運
動
功
労
者
}
〈
三
十
回
以
上
〉

松
本
伊
代
子
(
出
海
)
、
向
井
千
代
子

(
白
滝
)
、
藤
本
久
義
(
大
洲
市
)

八
十
回
以
上
〉
河
野
光
子
、
稲
田
淑
子
、

播
磨
ヒ
サ
エ
、
福
田
久
枝
(
以
上
長
浜
)

奥
田
守
(
沖
浦
)
、
松
田
圭
司
(
上
老

松
)
、
山
口
博
(
下
須
戒
)
、
久
保
文
章

(
豊
茂
)
、
大
田
ナ
ミ
ヱ
(
白
滝
)
、
金

山
幸
秀
(
双
海
町
)

町
祉
協
会
長
表
彰

{
社
会
福
祉
功
労
者
一
マ
個
人
・
:
井
内

キ
ヨ
ヵ
、
頼
、
水
広
子
(
以
上
長
浜
)
、

矢
野
一
冗
ヒ
デ
子
(
黒
田
)
、
矢
問
マ
サ

子
(
今
坊
)
、
河
中
清
則
(
出
海
)
、
上

田
秀
明
(
白
滝
)
、
山
中
高
光
(
柴
)
、

玉
井
美
香
(
働
生
小
)
、
中
野
景
子

(
戒
川
小
)
マ
団
体
:
・
長
浜
小
学
校
児

責
会
沖
浦
分
団
、
大
和
小
学
校
児
責
会
、

白
滝
小
学
校
児
童
会

町
社
協
会
長
感
謝
状

一
社
協
役
員
多
年
勤
続
一
伊
藤
ヨ
シ
子

今
坊
)

町
長
@
社
協
会
長
感
謝
状

{
社
会
福
祉
事
業
寄
付
功
労
者
一
マ
個

人
i
天
川
美
佐
脊
(
沖
浦
)
、
中
野
建

蔵
(
黒
田
)
、
西
田
洋
一
(
下
須
戒
)
、

米
岡
喜
一
郎
(
豊
茂
)
、
大
野
尚
博

(
松
山
市
)
マ
団
体
:
長
浜
商
庖
連

盟
、
藤
知
会
藤
間
流
。
藤
野
伊
知
郎

(
松
山
市
)

愛
媛
県
共
同
募
金
会

名
誉
会
長
感
謝
状

{
共
同
募
金
功
労
者
]
島
田
梅
次
郎

(
長
浜
)
、
伊
藤
ヨ
シ
子
(
今
坊
)
、
西

龍
寺
梅
花
講
・
福
村
俊
弘
(
白
滝
)

表彰を受ける人たち
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惰)岸本印刷

2
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

下

須

戒

津

田

義

久

(

七

二

)

仁

久

岡

田

末

次

郎

(

八

九

)

白

滝

下

岡

宇

一

(

八

五

)

白

滝

田

淵

ト

ヨ

ノ

(

八

九

)

下

須

戒

仲

田

チ

カ

(

九

四

)

‘

長

浜

平

井

佐

(

八

二

一

)

2
月

届

出

分

(

敬

称

略

)

戒

川

東

政

重

(

八

四

)

住

所

氏

名

婚

姻

時

年

齢

白

滝

清

水

メ

グ

ミ

(

八

六

)

¥

仁

久

大

谷

喜

則

(

二

八

)

青

島

演

井

ト

モ

エ

(

九

二

/

八

幡

浜

市

安

藤

千

勢

(

二

四

)

皐

茂

渡

遁

ハ

ル

(

八

九

)

悲
壮
芯
な
主
主
主
主
主
主
之
芯
社
主
主
主
主
主
主
主
ど
芯
主
主
主
芯
苦
悲
壮
芯
法
主
主
主
冶
芯
誌
な
芯
社
主
芯
芯
誌
な
社
主
主
芯
芯
記
主
主
主
主
主

も

制

小

く

ま

ま

れ

満

で

一

じ

り

な

然

つ

が

等

く

L
て

性

え

の

年

て

る

位

と

ミ

。

新

な

や

こ

で

の

の

ふ

さ

笑

そ

に

の

学

応

張

新

当

一

在

学

し

f

し

活

い

内

一

し

す

名

々

い

の

は

応

と

つ

調

姿

に

る

微

も

望

る

小

に

失

清

の

も

存

大

新

生

と

に

と

町

学

対

職

何

寒

号

こ

で

対

い

い

新

ル

ぴ

い

も

で

希

す

は

齢

o

も

理

で

ぬ

校

て

年

力

域

在

る

中

に

就

て

ば

引

は

務

の

た

。

セ

喜

て

く

学

し

を

度

年

だ

最

は

ろ

ら

高

し

一

戦

職

存

す

、

れ

に

し

え

与

に

急

者

し

何

生

ド

と

せ

し

大

生

発

カ

と

じ

が

の

こ

な

学

業

の

新

ゃ

い

学

名

こ

場

果

田

品

、

ざ

為

も

係

待

は

年

ン

望

か

も

校

誕

出

ピ

る

感

の

る

と

て

中

卒

会

の

域

尊

入

九

、

職

は

o

ら

の

最

関

期

役

一

ラ

希

輝

頼

高

が

の

カ

べ

く

も

す

A

れ

は

を

社

会

地

す

年

百

名

の

生

、

つ

な

展

が

o

に

主

の

に

の

を

て

学

生

生

ピ

ら

い

い

揮

。

忘

れ

校

実

社

の

ら

今

は

八

内

年

ろ

に

発

保

か

い

の

カ

靴

生

日

い

中

年

入

、

く

て

し

発

る

で

そ

学

る

そ

れ

た

A

生

十

町

一

だ

じ

の

確

う

大

る

月

ピ

帽

年

で

て

o

一

新

が

に

つ

新

を

え

生

o

の

す

こ

ぞ

も

o

学

百

く

の

の

感

町

の

ろ

を

あ

四

カ

制

一

ん

見

い

1
た

る

生

劣

香

じ

い

年

る

種

職

れ

れ

を

う

小

は

じ

会

る

た

浜

力

だ

力

で

ピ

服

学

ら

は

し

ぞ

ち

あ

年

て

一

感

と

一

あ

各

就

こ

そ

化

よ

全

生

同

社

い

し

長

戦

い

努

ろ

印刷

水
口
さ
ん
の

「
伊
予
紫
」
が
準
優
秀
賞

世
一
界
ら
ん
展
日
本
大
賞
町

二
月
二
十
三
日
か
ら
三
月
二
日
ま
で

の
八
日
間
、
東
京
ド

l
ム
で
聞
か
れ
た

「
世
界
ら
ん
展
日
本
大
賞
制
」
で
、
須

沢
の
水
口
健
さ
ん
の
作
品
「
エ
ビ
ネ
・

コ
オ
ズ
・
伊
予
紫
」
が
個
別
部
門
で
準

優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

世
界
中
の
ら
ん
が
集
ま
っ
た
中
で
、

清
楚
な
エ
ビ
ネ
の
美
し
さ
が
熱
い
視
線

平成 3年 4月10日発行

{
応
募
資
格
}
十
八
歳
以

=

上

、

二

十

七

歳

未

満

E

h

{
給
与
]
初
任
給
(
十

三
万
三
千
九
百
円
)
期
末
、
勤
勉
手

当
(
年
三
回
:
・
合
計
五
・
三
五
か
月

分
)
の
他
、
各
種
手
当
が
職
務
や
勤

務
条
件
等
に
よ
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

{
衣
食
住
一
食
事
、
宿
舎
費
が
無
料

平成 3年 4月号広報ながはま

を
集
め
、
「
伊
予
紫
」
の
色
の
濃
さ
、

ピ
ン
と
張
っ
た
花
弁
が
評
価
さ
れ
ま
し

た。

水口さんと準優秀賞に
選ばれた「伊予紫」

の
他
、
被
服
等
も
す
べ
て
無
料
で
支

給
ま
た
は
貸
与
さ
れ
ま
す
。

一
そ
の
他
一
任
期
制
隊
員
に
つ
い
て

は
、
特
別
退
職
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

一
任
期
(
二
年
・
陸
上
)
満
了
時
E:

百
日
(
五
十
一
万
一
千
一
二
百
円
二
任

期
(
三
年
・
海
上
、
航
空
)
満
了
時
:

百
五
十
日
分
(
八
十
万
一
千
円
)
そ
の

後
の
任
期
(
二
年
)
毎
に
、
二
百
日
分

七
十
五
日
分

詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
ま
た
は

自
衛
隊
愛
媛
地
方
連
絡
部
(
宮
弘
1

4
1
2
3
)
ま
で

寄
付
霧
納

O
豊
茂
保
育
所
平
成
二
年
度
父
母
の
会
・
:

C
D
ダ
ブ
ル
ラ
ジ
オ
カ
セ
ッ
ト
(
マ
イ

ク
付
)
を
豊
茂
保
育
所
へ
。

O
豊
茂
保
育
所
平
成
二
年
度
卒
園
保
護

者
一
同
:
・

C
D
用
カ
セ
ッ
ト
(
三
個
)

を
豊
茂
保
育
所
へ
。

O
沖
浦
保
育
所
母
の
会
・
平
成
二
年
度

卒
開
児
一
同
(
代
表
・
池
田
恵
子
)
・
・

C
D
ダ
ブ
ル
ラ
ジ
オ
カ
セ
ッ
ト
を
沖
浦

保
育
所
へ

ψ
 

l
月
長
浜
町
役
場
届
出
分
(
敬
称
略
)

結
婚

¥

白

滝

窪

欣

一

/

大

洲

市

増

岡

薫

¥

櫛

生

山

本

純

一

郎

通
伊
黒
河
由
美

(一二

O
)

(
二
七
)

(
二
五
)

(一一一一一)

R-

お
髄
生
お
め
で
と
う
川
口

2
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

保

護

者

氏

名

続

柄

長

浜

二

宮

淳

長

女

沖

浦

松

本

孝

長

女

長

浜

演

田

誠

三

女

お
ノ
¥
や
み

2月のトップは

大谷喜則・干勢さんのカッフル

主監

後
記
一
一

香麻児
i登美礼名

今
月
号
か
ら
、
初
お
目
見
え
し
た

「
ふ
る
さ
と
一
め
ぐ
り
」
は
い
か
が
で
し

た
か
。
(
ま
だ
ま
だ
修
業
が
た
り
ん
な
あ

j
と
セ
ン
チ
に
な
っ
て
し
ま
う
私
)
こ

ん
な
未
熟
な
私
に
皆
さ
ん
の
清
き
一
報

(
私
の
好
き
な
風
景
、
私
し
か
知
ら
な

い
か
も
・
:
と
い
っ
た
よ
う
な
地
元
の
素

敵
な
場
所
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
)
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

さ
て
、
長
い
冬
も
去
り
、
桜
の
花
も

咲
き
始
め
た
こ
の
時
季
は
、
ス
ポ
ー
ツ
、

ハ
イ
キ
ン
グ
、
旅
行
、
読
書
な
ど
心
と

体
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
最
適
な
季
節
で

す
。
ま
た
、
四
・
五
月
に
は
国
民
の
休

日
な
ど
大
型
連
休
も
ひ
か
え
て
い
ま
す
。

日
ご
ろ
ま
と
ま
っ
た
時
聞
が
な
く
、
な

か
な
か
実
行
で
き
な
か
っ
た
夢
を
連
続

休
暇
で
実
現
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う

か

。

(

い

)

数

人口をふやしましょう

2月末現在 前月との比較

11，351人 7人減

入、 口 (男 5，320人) (男 5人減)

女 6，031人 女 2人減

世帯数 3，726世帯 2世帯増

帯世口人


